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全国高等学校文化連盟組織図 表I

I顧問 I
全国高等学校総合文化祭実施状況

主催県実行委員会新旧組織略図
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表II 高校文化祭開催県及ぴ高等学校文化連盟結成県推移表

：こここ己〗□□〗三喜：

韻

音

"'.111,、
111.、
1ー＇
，
ー

1,111,．
1ー．
．

1ー

竺
全
雪
畢
等
学
翠
総
合
文
化
祭
と

虚
一
全
墨
畢
等
学
翌
文
化
遍
盟
（
全
量
文
遭
）

＞
 
.1
こ
の
小
稿
が
読
者
の
目
に
触
れ
る
こ
ろ
、

文
愛
知
県
で
は
第
十
一
回
全
国
高
等
学
校
総
合

。
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
炎
天
下
、
パ

レ
ー
ド
に
あ
る
い
は
演
劇
に
合
唱
に
と
高
校

生
諸
君
が
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
昨
年
夏
第
十
回
大
会

が
成
功
裡
に
終
了
し
、
こ
の
文
化
祭
も
高
校

生
の
真
夏
の
祭
典
と
し
て
ほ
ぼ
定
着
し
た
の

を
機
会
に
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
、

あ
わ
せ
て
現
在
そ
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
全

国
高
文
連
に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
た
い
。

こ
の
総
合
文
化
祭
は
、
昭
和
五
十
二
年
「
全

国
都
道
府
県
代
表
生
徒
に
よ
る
芸
術
文
化
部

門
の
発
表
会
を
総
合
的
に
開
催
し
、
創
造
活

動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
相
互
に
交
流

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
高
等
学
校
に
お
け
る

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
資
す
る
」
こ
と
を

目
的
と
し
て
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
。

以
来
回
を
重
ね
る
毎
に
内
容
の
充
実
が
図

ら
れ
、
表
ー
に
示
す
と
お
り
、
種
目
数
、
参

加
校
数
、
参
加
生
徒
数
も
大
き
く
伸
ぴ
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
開
催
県
で
は

開
催
前
年
に
実
行
委
員
会
を
設
置
し
準
備
に

入
る
が
、
そ
の
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
大

方
次
の
三
点
に
絞
ら
れ
よ
う
。

日
芸
術
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
よ

う
と
す
る
創
造
意
欲
の
醸
成

口
ク
ラ
プ
活
動
、
部
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
に
啓
発
を
行
い
、

芸
術
文
化
活
動
の
質
的
向
上
を
図
る

国
芸
術
文
化
活
動
を
通
じ
て
高
校
生
と
し

て
の
連
帯
感
を
育
て
へ
相
互
の
交
流
と
親

睦
を
深
め
る
場
と
す
る

こ
う
し
た
ね
ら
い
に
沿
っ
て
文
化
祭
の
運

営
に
つ
い
て
も
高
校
生
が
教
職
員
と
一
体
に

な
っ
て
活
躍
し
、
シ
ン
ポ
ル
マ
ー
ク
、
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
、
標
語
等
全
て
開
催
県
の
高
校
生

の
作
品
の
中
か
ら
選
考
し
使
用
す
る
方
法
を

と
っ
て
き
た
。

囲
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
第
十
一

回
、
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
は
第
十
二
回
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
制
定

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
部
門
に
つ
い
て
は
開
催
県
の
事
情
も

あ
っ
て
若
干
変
更
を
み
て
き
た
が
、
全
国
高

文
連
の
設
立
と
と
も
に
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
き
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
（
第
十
一
回
は
パ
レ
ー
ド
、
吹
奏

楽
、
合
唱
、
邦
楽
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

パ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
器
楽
・
管
弦
楽
、
演

劇
、
吟
詠
剣
詩
舞
、
郷
土
芸
能
、
放
送
文
化
、

美
術
・
エ
芸
、
書
道
、
写
真
の
十
三
部
門
。
）

次
に
総
合
文
化
祭
の
開
催
意
義
と
そ
の
成

果
に
つ
い
て
触
れ
て
み
よ
う
。
三
年
間
の
高

等
学
校
生
活
を
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
す
る
た
め
、
ク
ラ
プ
・
部
活
動
の

占
め
る
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
今
更
述

べ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
体
育
関
係
に
つ
い

て
は
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
実
績
を
有
し
て
い
る
が
、
文
化
関
係
に

つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、

そ
の
実
現
に
つ
い
て
関
係
者
の
間
に
大
き
な

期
待
が
持
た
れ
て
い
た
。
文
化
庁
で
は
、
芸

術
文
化
を
単
に
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

ら
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
推
奨

し
、
更
に
参
加
を
通
じ
て
情
操
豊
か
な
創
造

性
に
富
む
人
間
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
が
我

が
国
芸
術
文
化
の
将
来
に
と
っ
て
重
要
で
あ

る
と
の
観
点
に
た
っ
て
、
こ
の
総
合
文
化
祭

の
開
催
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
開
催
各
県

で
は
こ
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
て
大
会
を
開
催
、

そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と

は
文
化
庁
と
し
て
も
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で

あ
る
。そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
開
催
各
県
の
報
告

書
で
逐
次
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
際
立
っ
た

点
と
し
て
は
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

H

公
・
私
立
の
交
流
と
相
互
理
解
の
促
進

口
県
民
ひ
い
て
は
国
民
の
高
校
生
に
対
す

る
理
解
の
増
大

国
ク
ラ
プ
・
部
活
動
の
活
性
化

四
全
国
都
道
府
県
に
お
け
る
高
等
学
校
文

化
祭
の
定
着
化
（
表

II
参
照
）

今
後
の
課
題
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
に
よ
る

P
.

R
体
制
の
確
立
で
あ
ろ
う
。
常
に
全
国
高
等

高

文

連

結

成

過

半

数

に

達

機

は

熟

し
た
と
し
て
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
の
組

織
化
が
具
体
的
に
提
案
さ
れ
た
（
表

II
参
照
）
。

直
ち
に
結
成
に
向
け
て
準
備
作
業
に
入
っ
た

が
、
事
務
局
を
ど
こ
に
設
置
す
る
か
意
見
が

ま
と
ま
ら
ず
成
り
行
き
が
心
配
さ
れ
た
。
幸

い
岩
手
県
教
育
長
の
英
断
に
よ
っ
て
岩
手
県

が
事
務
局
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
急
転
回
を

み
、
明
く
る
六
十
一
年
二
月
に
設
立
総
会
が

開
会
さ
れ
こ
こ
に
長
年
の
悲
願
は
達
成
さ
れ

こ。t
 本
連
盟
は
「
高
等
学
校
に
お
け
る
生
徒
の

創
造
活
動
の
充
実
向
上
を
図
り
、
文
化
活
動

の
健
全
な
発
展
と
芸
術
文
化
の
振
興
に
資
す

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
次
の
事
業
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
（
組
織
図
参
照
）
。

H

全
国
高
等
学
校
に
よ
る
文
化
行
事
の
開

催
口
芸
術
文
化
に
関
す
る
研
修
会
、
講
習
会
、

鑑
賞
会

国
高
等
学
校
の
文
化
活
動
に
関
す
る
調
査

研
究

國
高
等
学
校
文
化
活
動
の
国
際
交
流

国
そ
の
他
本
連
盟
の
目
的
達
成
に
必
要
な

事
業
本
年
度
の
事
業
計
画
に
よ
れ
ば
、

H

第
十
一
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

の
開
催

口
第
二
回
全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施

国
「
全
国
高
文
連
の
歌
」
の
制
定

園
第
七
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の

開
催

学
校
総
合
体
育
大
会
に
比
べ
報
道
が
地
域
に

限
定
さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
関
係
者
の
尽

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ス
コ
ミ
の
取
組
み
が

今
―
つ
消
極
的
で
あ
り
、
こ
の
大
会
が
十
分

な
国
民
的
理
解
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
の

は
、
体
育
が
記
録
を
競
い
勝
敗
を
決
す
る
性

格
の
も
の
で
あ
る
の
に
比
べ
、
本
来
芸
術
文

化
活
動
が
そ
う
し
た
こ
と
に
な
じ
ま
な
い
点

が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
こ
の
文
化
祭
を
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
方
式
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
方
式
に
切
り

替
え
よ
う
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
教
育
的

配
慮
か
ら
従
来
通
り
都
道
府
県
の
推
薦
を
受

け
て
行
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
方
式
に
よ
り
多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
こ
の
方
式
の
継
続

を
主
張
す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
総
合
文
化
祭
が
「
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
文
化
の
創
造
」
の
祭
典
と

し
て
、
地
域
の
特
色
を
打
ち
出
し
つ
つ
、
さ

ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。

◎
 

第
四
回
石
川
大
会
に
お
い
て
全
国
都
道
府

県
高
等
学
校
文
化
連
盟
等
連
絡
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
こ
の
文
化
祭
を
一
層
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
、
全
国
組
織
を
結
成
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
確
認
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に

は
各
県
で
の
高
文
連
の
組
織
化
を
図
る
こ
と

が
急
務
で
あ
り
、
高
文
連
組
織
が
全
国
で
過

半
数
に
達
し
た
時
点
で
結
成
大
会
を
開
く
こ

と
の
申
し
合
わ
せ
も
な
さ
れ
た
。
以
来
第
八

回
岐
阜
大
会
ま
で
毎
年
前
記
連
絡
協
議
会
の

席
上
で
先
の
条
件
が
確
認
さ
れ
、
よ
う
や
く

昭
和
六
十
年
の
第
九
回
岩
手
大
会
で
各
県
の

国
全
国
高
文
連
会
報
の
発
行

等
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
設
立
後
間
も
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
着
々
と
成
果
を
挙
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
本
連
盟
は
文
化
庁
負
担
金
と
各
都

道
府
県
高
文
連
等
の
分
担
金
で
運
営
さ
れ
て

い
る
が
、
連
盟
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
資

金
面
で
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
事
務
局

で
は
「
高
等
学
校
文
化
振
興
基
金
（
仮
称
）
」

の
設
置
を
含
む
法
人
化
を
検
討
中
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
国
際
交

流
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

現
在
、
二
十
一
世
紀
を
荷
う
高
校
生
諸
君
が

世
界
各
国
の
高
校
生
と
芸
術
文
化
活
動
を
通

じ
て
交
流
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
有
意
義
な

こ
と
で
あ
り
、
全
国
高
文
連
で
は
そ
の
実
現

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る。
文
化
庁
と
し
て
は
今
後
と
も
出
来
る
限
り

援
助
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

一
日
も
早
い
全
国
四
十
七
都
道
府
県
の
高
文

連
か
ら
成
る
名
実
と
も
に
全
国
高
等
学
校
文

化
連
盟
と
し
て
基
盤
を
強
固
な
も
の
と
し
、

大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
、
あ
わ
せ
て
連
盟

の
今
後
の
一
層
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

囲
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
実
行
委

員
会
は
、
全
国
高
文
連
の
設
立
に
伴
い
、

上
記
略
図
の
よ
う
に
組
織
が
変
り
、
こ
れ

に
伴
っ
て
従
来
の
文
化
庁
の
主
催
県
に
対

す
る
補
助
金
は
、
全
国
高
文
連
に
対
す
る

請
負
費
と
い
う
形
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

（
文
化
庁
文
化
部
文
化
普
及
課
山
田
友
治
）
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
作
業
の
真
っ
最

中
で
、
予
算
増
と
新
規
予
算
の
獲
得
を
目
指

し
て
、
担
当
者
は
、
よ
り
熱
く
な
り
、
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
今
秋
十
月
二
日
か
ら
、
熊
本
県

で
、
地
方
で
初
め
て
の
国
民
文
化
祭
の
主
催

事
業
が
開
幕
し
ま
す
が
、
関
係
者
の
方
々
は
、

夏
休
み
返
上
の
心
意
気
で
準
備
に
頑
張
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、
熊
本
で
各
行
事
の
ま
と
め
役

と
し
て
御
尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
、

国
民
文
化
祭
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
よ
り
多
く
の
皆
様
方
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
事
業
概
要
を
紹
介
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
で

す。
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
！
(
K
)
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